
12
月
の
補
正
予
算

注）金額は万円未満切り捨て。そのため合計と一致しないことがあります。

特別会計等補正予算

一般会計補正予算（第3号）の概要

12
月
定
例
会

平成23年度 一般会計補正予算（第3号）
子ども手当支給事業費負担金などの減額により

3,367万円減額
総額２１７億5,291万円に

歳入の概要 歳出の概要
●議会費………………………………
　　一般職員給与費など

●総務費…………………………
　　人事異動に伴う一般職員給与費など

●民生費………………………
　　子ども手当支給事業など　
●衛生費……………………………
  　ごみ袋等販売事業など

●農林水産業費………………………
　　土地改良補助事業など

●商工費…………………………
　　企業支援事業など

●土木費…………………………
　　土地取得事業特別会計操出金など

●消防費……………………………
　　京都中部広域消防組合負担金

●教育費…………………………
　　一般職員給与費など

●災害復旧費……………………
　　農地・農業用施設災害復旧費など
　合　計…………………………

36万円追加

1,533万円減額

1億525万円減額

253万円減額

63万円追加

2,497万円減額

6,951万円追加

327万円追加

1,094万円減額

5,158万円追加

 3,367万円減額

●地方特例交付金………………
  　子ども手当ての制度改正による

●地方交付税…………………………
  　子ども手当ての制度改正による

●分担金及び負担金………………
　　農林水産業施設災害復旧費分担金

●使用料及び手数料……………
　　有線テレビ使用料など

●国庫支出金……………………
　　子ども手当支給事業費負担金など　
●府支出金…………………………
　　農地・農業用施設災害復旧事業費補助金など

●財産収入………………………
　　土地建物売払収入

●寄附金…………………………
　　一般寄附金

●繰入金…………………………
　　まちづくり整備基金繰入金

●諸収入…………………………
　　ごみ袋等販売代金など

●市　債…………………………
　　児童福祉施設整備事業債など

　合　計…………………………

1,345万円減額

15万円減額
 

259万円追加

1,070万円追加

3,831万円減額

525万円追加

3,014万円追加

 1,163万円追加

2,101万円減額

956万円減額

1,150万円減額

3,367万円減額

全員賛成
可　決

　

暴
力
団
排
除
条
例
の
府
内

の
制
定
状
況
は
。
制
定
に
当
た

り
府
の
指
導
が
あ
っ
た
の
か
。

　

福
知
山
市
な
ど
６
市
町
が

制
定
済
み
。
12
月
議
会
上
程
な

ど
の
準
備
中
が
本
市
の
他
３
市

町
。
府
か
ら
の
指
導
は
な
い
。

　

契
約
解
除
時
に
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
っ
た
場
合
、
市
民
の
安

全
性
は
守
ら
れ
る
の
か
。
暴
力

団
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
市
民
に
提
供
す
る
の
か
。

　

警
察
と
連
携
す
る
中
で
安

全
を
確
保
す
る
。
情
報
の
把
握

は
府
内
全
域
で
取
り
組
み
、
市

民
へ
の
情
報
開
示
に
つ
い
て
は

警
察
等
と
協
議
す
る
。

　

ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
伴

う
プ
ー
ル
や
温
泉
の
料
金
設
定

は
妥
当
か
。

　

る
り
渓
温
泉
の
料
金
体
系

を
十
分
考
慮
し
て
試
算
し
て
い

る
。
岩
盤
浴
を
設
け
る
こ
と

で
、
概
算
だ
が
１
０
０
０
万
円

の
黒
字
に
な
る
と
想
定
。
指
定

管
理
料
と
の
絡
み
も
あ
る
が
、

１
～
２
割
近
い
集
客
増
で
収
支

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

園
部
中
学
校
の
道
場
の
畳

を
２
７
９
万
８
千
円
で
替
え
る

と
い
う
こ
と
だ
が
。

　

老
朽
化
に
よ
り
１
２
０
枚

入
れ
替
え
る
。

　

職
員
数
は
減
っ
た
が
時
間

外
手
当
が
増
え
て
い
る
が
。

　

職
員
定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
き
減
っ
て
い
る
。
時
間
外

勤
務
の
削
減
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
部
署
に
よ
っ
て

は
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。

　

適
正
な
人
材
を
適
正
な
部

署
に
配
置
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
。

　

異
動
希
望
調
書
を
と
り
、

希
望
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
同
じ
課
の
中

で
グ
ル
ー
プ
制
を
採
り
、
互
い

に
助
け
合
え
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。
長
期
病
気
休
暇
を

と
っ
て
い
る
職
員
の
い
る
部
署

の
対
応
な
ど
も
考
え
て
い
く
。

　

内
林
町
に
あ
る
４
つ
の
公

園
の
管
理
は
区
、
修
繕
は
市
で

行
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
管
理

の
委
託
内
容
と
管
理
費
用
は
。

　

地
元
（
区
）
と
交
わ
し
た

覚
書
に
基
づ
き
、
日
常
管
理
は

区
で
行
い
、
委
託
料
の
支
払
は

な
い
。

　

台
風
１５
号
に
よ
る
災
害
復

旧
の
補
正
予
算
の
中
で
、
室
橋

高
畑
線
の
対
応
と
復
旧
の
見
通

し
は
。

　

委
託
料
１
０
０
０
万
円
計

上
し
、
調
査
と
工
法
の
見
直
し

設
計
に
取
り
組
み
、
工
事
費
は

24
年
度
予
算
で
要
求
し
た
い
。

　

市
営
・
府
営
住
宅
の
入
居

状
況
は
。
向
河
原
団
地
が
３０
軒

空
い
て
い
る
と
聞
く
が
、
市
の

歳
入
に
も
関
わ
る
。
入
居
条
件

に
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

　

入
居
条
件
や
基
準
は
国
の

一
括
法
が
あ
り
、
来
年
度
条
例

制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
も
あ
る
。
た
だ
し
入
居
規
準

等
は
、
入
居
者
選
考
委
員
会
で

審
議
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

下
水
道
会
計
の
水
質
検
査

料
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。
検
査

の
回
数
を
減
ら
し
た
の
で
は
。

　

入
札
の
減
で
落
札
率

37
％
。
水
質
検
査
は
年
間
委
託

で
確
定
す
る
た
め
今
回
減
額
し

た
が
、
検
査
の
回
数
を
減
ら
し

た
の
で
は
な
い
。

　

子
ど
も
手
当
て
の
制
度
が

変
わ
り
、
保
育
料
や
給
食
費
な

ど
が
徴
収
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
が
そ
の
対
応
は
。

　

保
育
料
、
幼
稚
園
使
用

料
、
給
食
費
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
が
対
象
で
、
申
請
に

よ
り
充
当
で
き
る
よ
う
に
な
る

が
、
滞
納
分
に
は
充
当
で
き
な

い
。
当
面
、
保
育
料
や
幼
稚
園

使
用
料
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
申
請
が
あ
っ
た
も
の

に
対
応
し
た
い
。

　

予
防
接
種
の
広
報
の
仕
方

は
。
社
協
な
ど
の
組
織
を
活
用

し
た
周
知
も
必
要
で
は
。

　

「
お
知
ら
せ
な
ん
た
ん
」

お
よ
び
各
医
療
機
関
窓
口
で

行
っ
て
い
る
。
要
介
護
状
態
の

人
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
代

理
申
請
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

開
会
日
に
は
、
一
般
会
計
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
７
特

別
会
計
と
１
企
業
会
計
の
補
正
予

算
や
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
を

含
む
条
例
改
正
７
件
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
職
員
の
給
与
条
例
改
正

と
議
員
提
案
の
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正
は
、
即
日
審
査
の
の
ち
、

採
決
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

14
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
が
、
今
回
か
ら
質
問
方
法
に
「
一

問
一
答
方
式
」
が
導
入
さ
れ
、
９

人
が
一
問
一
答
で
質
問
し
、
よ
り

深
く
市
政
を
質
し
ま
し
た
。

最
終
日
、
請
願
に
つ
い
て
は
１

件
が
継
続
審
査
と
な
り
、
２
件
は

不
採
択
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
意

見
書
案
２
件
が
提
案
さ
れ
可
決
し

ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
条
例
と
補
正
予
算

に
つ
い
て
各
常
任
委
員
会
で
審
議

し
た
の
ち
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

12
月
の
補
正
予
算

注）金額は万円未満切り捨て。そのため合計と一致しないことがあります。

市議会だより『なんたん』／第24号 6市議会だより『なんたん』／第24号7

会計名 補正前の額 補正額 現在額 概　要

特
別
会
計

国民健康保険事業（第2号） ３５億５,４５３万円 ２,６７３万円 ３５億８,１２６万円 償還金確定による

介護保険事業（第2号） ３１億３,８５９万円 １億５９１万円 ３２億４,４５１万円 居宅介護サービス給付費など

市営バス運行事業（第2号） ５,１４４万円 ６２万円 ５,２０６万円 一般職員給与費など

簡易水道事業（第1号） ６億５,４６０万円 △８５５万円 ６億４,６０４万円 工事請負費など

下水道事業（第1号） ２７億３００万円 △８５２万円 ２６億９,４４７万円 農排施設管理費など

土地取得事業（第3号） ２億５,８６３万円 ５億８,４６８万円 ８億４,３３２万円 公有財産購入費

後期高齢者医療事業（第2号） ４億５,１２２万円 △６７０万円 ４億４,４５１万円 一般職員給与費など

上水道事業（第2号） 7億４７１万円 △１,２１３万円 ６億９,２５７万円 配水および給水費など




